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生成 AI を教育現場に導入すべきか否か、そして

どのように導入すれば最も適切であるかというよ

うな研究が近年において活発に行われている。こ

のような現象から、これからの教育においてどの

ように生成 AI を扱えばいいかを検討することが

重要であると考えられる。そして、それはアカデ

ミックライティングの教育においても同じことが

言えるのであろう。従来のアカデミックライティ

ングの教育では、学生が提出した文章を教師が添

削と評価を行い、学生は教師のフィードバックに

したがって文章をより良いものに仕上げる、とい

うようなプロセスを何回も繰り返すものであった。

しかし、それよりもさらに効率的な教育方法があ

るのではないか。そこに生成 AI を介入させ、ア

カデミックライティングの教育をサポートできる

のではないかという本研究の問題意識が形成され

た。 
 本研究における日本語を専門とする大学院生の

生成 AI 使用状況調査の結果によると、日本語を

専門とする大学院生の生成 AI 使用傾向を左右す

るのは、学生の日本語に関する背景ではなく、生

成 AI に対する理解と感想に依拠していることが

明らかになっている。そこで本研究は ChatGPT
と Gemini という二つの異なるモデルに学生のレ

ポートの添削と評価を試行させて、そのアウトプ

ットを比較することで両モデルの傾向と類似点、

相違点などを考察した。本研究の研究結果から、

今後のアカデミックライティング教育において、

生成 AI に学生によるレポートの添削をサポート

させる際に適するルーブリックを提案した。そし

て生成 AI は学生によるレポートの言葉や表現を

より学術的なものにブラッシュアップすることを

サポートできることも確認された。以上の本研究

の研究結果が、今後の日本語教育のアカデミック

ライティングの教育に刺激を与えることが期待さ

れる。 
 


